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主要な稲作地域における農業用地下水の利用状況 

注１）地下水利用割合は、各平野の

水稲収穫量と地下水利用量

（実績値）、稲作に必要な 

年間総水量（農業関連団体 

公表値に基づく設定値）を 

用いて算出 

注２）地下水利用量は水田だけでなく、

畑地等に利用された地下水量を

含む 

注３）原典資料での名称は「新居浜

平野」（西条平野含む） 

 

熊本平野 

95％ 

松山平野 

16％ 

今治平野 

33％ 

西条平野・ 

新居浜平野注３） 

60％ 

佐賀平野 

2％ 

岡山平野 

0.4％ 

富山平野 

1％ 

頚城平野 

1％ 
庄内平野 

1％ 

新潟平野 

4％ 

能代・秋田平野 

4％ 

仙北平野 

2％ 

石狩平野 

0.1％ 

平野名
水稲収穫量
（t/年）

地下水利用量
(千㎥/年)

西条平野・新居浜平野 17,510 52,708
石狩平野 117,592 593
仙北平野 113,900 12,825
能代・秋田平野 58,200 11,858
庄内平野 113,000 3,829
新潟平野 137,000 24,946
頚城平野 59,500 1,855
富山平野 46,300 2,098
岡山平野 68,120 1,353
今治平野 7,310 11,956
松山平野 15,690 12,507
佐賀平野 51,190 5,580
熊本平野 43,210 204,643

※地下水利用量は水田だけでなく、畑地等に利用された

地下水量を含む 

図⑱：西条地区の地下水を利用した農業 西条平野・新居浜平野では、農業用地下水が全国的にみて高い割合で利用されています 

・農業用地下水の利用率は、北海道や新潟など全国有数の稲作地域では

数％であるのに対し、西条平野及び新居浜平野では 60％と高い 

・地下水が豊富な熊本では農業での地下水利用率が突出して高い 

【農業における地下水利用】 

長所 

水質が良好で水温も安定しており、比較的容易にかつ安価に取水が可能 

自分の土地で良質の水が（原則として）容易に取水可能 

河川水のように渇水期がなく、年間を通して取水可能 

短所 

渇水年には地下水位が下がり、水不足により農業被害等が生じる可能性があります 

渇水年には塩水化の懸念があります 

石鎚の田園風景 

（西条まるわまり観光マップ「石鎚山の麓を旅する」より） 

凡例名 データ名／資料名 データ／資料入手先
水稲収穫量 平成27年度産作物統計調査 農林水産省
水田地下水利用量 第5回農業用地下水利用実態調査H23.8 農林水産省

地下水要覧 地下水要覧編集委員会編集
平野 地名コレクションHP

平野の該当市町村

絹かわなす 

うちぬきを用いた米作 

△注意！ 必読のこと！！ 本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用にあたっては、地元の地形・地質や地下水等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにして下さい。 


